
日 時：令和 7年 2月 17 日
午後 1時 30 分〜

場 所：南砺市役所本館 302 会議室

第 3回南砺市上下水道料金検討委員会

１． 開会

２． 水道料金改定方針、料金水準の算定、料金体系の検討

３． 下水道使用料改定方針、対象経費の算定、使用料体系の検討

４． その他

５． 閉会

【配布資料】 ・次第

・南砺市上下水道料金検討委員会第 3回委員会資料（水道事業）

・南砺市上下水道料金検討委員会第 3回委員会資料（下水道事業）

・南砺市上下水道料金検討委員会第 2回委員会ご意見一覧

別紙１南砺市合併前旧８町村の水道料金（一般家庭用）

別紙２南砺市合併前旧８町村の下水道使用料（一般家庭用）

・次回委員会日程調整表・ご意見メモ

























































南砺市上下水道事業料金検討委員会 第２回委員会ご意見一覧

回答

No.1
南砺市合併前の旧町村料金体系について知り
たい。

別紙１『南砺市合併前旧８町村の水道料金（一般家庭
用）』、別紙２『南砺市合併前旧8町村の下水道使用料
（一般家庭用）』をご覧ください。

No.2
水道料金にまわせる予算（財源）はありませ
んか？

水道事業経営には「独立採算制の原則」があります。⇒
第２回資料１ページ 
この原則のほかに、「経費負担の原則」として「その性
質上当該地方公営企業の経営に伴う収入をもって充てる
ことが適当でない経費」あるいは「当該地方公営企業の
性質上能率的な経営を行ってもなおその経営に伴う収入
のみをもって充てることが客観的に困難であると認めら
れる経費」として毎年、南砺市一般会計から繰入金とし
て補填してもらっております。
（R5年度実績 約３憶円）

No.3
山間部において個別に上下水道設備を作るこ
とは可能か？

合併前より山間部では地域ごとに配水池があり、五箇山
地域においては４６施設あります（市全体では８０施
設）。概ね各集落単位での整備となっており、新たな水
道施設の建設は困難な状況です。
下水道処理施設についても同様に、五箇山地域に２５施
設あります（市全体では３８施設）。施設の整備は完了
しており、今後新たな処理施設を建設することはありま
せん。現在、処理施設の統廃合も含めた今後の維持管理
方法を検討していますが、地形的な要因により統廃合は
困難な状況です。

No.4

今後、人口減少・給水量の減少は避けられ
ず、消滅可能性都市の一つと言われる当市に
おいて、これまでの考え方では相当な料金値
上げが想定される。水道法第１条※ の原点に
立ち返って、重要インフラの更新を熟考して
出来るだけ値上げを抑えるための提案をした
い。

※水道法第１条（この法律の目的）
この法律は、水道の布設及び管理を適正かつ合理
的ならしめるとともに、水道の基盤を強化するこ
とすることによって、清浄にして豊富低廉な水の
供給を図り、もつて公衆衛生の向上と生活環境の
改善とに寄与することを目的とする。

ありがとうございます。市としましても、市民生活への
影響を考慮し、過度な料金改定とならないような配慮が
必要であると認識しております。

ご意見内容



南砺市合併前旧８町村の水道料金（一般家庭用）

（消費税５％ 込）

区分
基本水量

(㎥)
基本料金

(円)
超過(従量)料金

（円/㎥）

メーター
使用料

口径13㎜
(円)

城端町 用途別 10 1,785 178.5 105

井波町 用途別 8 1,512 189 －

1～20㎥　　162

21㎥～　　　157

　1～50㎥　152.25

51㎥～　 173.25

口径別（中央・東部以外）

用途別（中央・東部）

上平村 用途別 10 1,300 130 100

利賀村 口径別 10 1,470 189 100

井口村 口径別 10 1,650 165 100

福野町 口径別 10 1,680 162 102

口径別（小山・川合田以外） 1,732 152 105

定額制（小山・川合田） 945 0 0

【口径別決定について】

【合併当時、基本水量を10㎥、基本料金1,550円（税込 1,627円）とすることについて】

【超過料金を従量制とすることについて】

料金体系

事業
区分

旧町村名

上
水
道

福野町 口径別 10 1,680 101

福光町 口径別 10 1,732.5 105

平　村 10 1,365 136 126

福光町 10

　一般家庭は大多数の旧町村が口径別を採用しており、用途別を採用している旧町村は、企業・
官公庁など大口利用者の口径25mm以上で採用している。用途別は複雑であり、多くの市町村でわ
かりやすい口径別を採用しているので、口径別とした。

　一般家庭口径13～20mmの基本料金は、1,300～1,700円であり、メーター使用料を加算しても
1,400～1,800円であった。将来、砺波広域圏水道事業所からの受水費が安くなることを想定し、
また不確定要素が多くあるが新市の経営として成り立つ収支を検討し、メーター使用料も考慮の
うえ1,550円／㎥（税込 1,627円／㎥）とした。
 基本水量については旧井波町が8㎥、他の旧町村は10㎥であった。

 ※平成22年の料金改定により、基本料金1,450円（税込 1,522円）となった。

　口径13～20mmの超過料金については、旧福光町は一部逓増、旧福野町は一部逓減制を採用、他
の旧町村は従量制を採用している。それぞれ特色はあるが、中間を採り単純でわかりやすい従量
制とし、基本料金と同じく不確定要素は多くあるが、低い旧町村及び将来収支採算を考慮して
155円／㎥（税込 162円／㎥）とした。

簡
易
水
道

別紙１



南砺市合併前旧８町村の下水道料金（一般家庭用）

【水道水使用分 ①】 （消費税5％込）

区分
基本水量

(㎥)
基本料金

(円)
超過(従量)料金

（円/㎥）

城端町 従量使用料制・累進使用料制 10 1,575 　11㎥～ 157.5

9～50㎥　157.5

51㎥～ 168  

福野町 従量使用料制・累進使用料制 10 1,529 　11㎥～ 153.3

福光町 従量使用料制・累進使用料制 10 1,365 　11㎥～ 157.5

11～50㎥　170  

51～100㎥ 180  

101㎥～ 190  

平　村 定額制・人員割 － 2,600  人員割　350 

上平村 定額制・人員割 － 2,600 人員割　360 

利賀村 定額制・人員割 － 2,000 人員割　350 

【水道以外の水（井戸・山水）を使用している場合】

水道以外の水（井戸水・山水）の認定 ②

城端町 基本水量＋（世帯人員－１人）×７㎥

井波町 世帯人員×７㎥

福野町
１人１０㎥、２人１６㎥、３人２２㎥
４人以上は１人増すごとに６㎥加算

福光町 世帯人員数×７㎥

井口村 世帯人員数×７㎥

平　村 定額制・人員割

上平村 定額制・人員割

利賀村 定額制・人員割

料金体系

水道と併用の場合

水道水①と②のいずれか多い方

水道水①＋②×１／２

水道水①と②のいずれか多い方

水道水①と②のいずれか多い方

水道水①と②のいずれか多い方

定額制・人員割

定額制・人員割

定額制・人員割

旧町村名

井波町 従量使用料制・累進使用料制 8 1,260

井口村 従量使用料制・累進使用料制 10 1,700

　五箇山地域は山水使用者が多く、流入量が特定できないということから、定額制＋人員割を採
用していたが、平野部旧町村はじめ、県内でも大多数の市町村が従量使用料制・累進使用料制を
採用しており、合併後、新市料金体系に統一する際、過大負担にならないよう配慮しつつ、それ
を採用した。
　平成２２年の料金改定では、それまで水量に関わらず一定額としていた超過水量の単価を、累
進体系を採用した単価へ変更し、下水道事業の経営改善を図った。
　超過水量単価が３段階で上がる累進体系すなわち、使用水量の少ない世帯は低い単価、使用水
量が一定水量を超えるとより単価が高くなっていく料金体系を採用している。

　水道水以外の水を使用、あるいは水道水と併用している家庭があるため、これについては、従
量使用料制とともに、認定水量制料金体系を併用することとしている。

別紙２


